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プログラムを全て自分で決めている。その際、自
分の知っている曲を選び、その曲をある人が聴い
たときに、「どうやって受け取るのか」というこ
とを常に想像し、また、「音楽的な道のり」とい
うものも、いくつも用意している、と述べている。
例えば、この選曲は朝のため、この選曲は昼のた
め、この選曲は夜のため、というような道のりで
ある。あるいは、ある曲を聴く。すると、次はこ
ういう曲が必要になってくるだろうな、というこ
とを考える。また、プログラム構成においては、
原曲はもちろん、編曲版もあるなど、音楽に精通
した方にも満足してもらえるような内容が必要だ
と述べている1）。
今回のコンサートは、休憩時にデザートとド
リンクをお楽しみいただける設定となっているこ
とにヒントを得て、前半のプログラムはコース料
理に見立てた「音楽的な道のり」を用意した。
さらに、音楽の授業における楽しさについて
西園芳信が認識論の視点から捉えまとめた、４つ
の教育的アプローチを取り入れた。
演奏会のプログラム構成に関する一考察
― ４つの教育的アプローチによる ―
木　下　由　香
（2013年２ 月１日受理）
１．はじめに
現代のコンサート形態は多様である。かつて、
クラシック音楽と言えば、堅苦しい、高価、難
しい、といった印象があったが、演奏者と聴衆と
の距離が身近に感じられるレクチャーコンサート
やトークコンサートといった企画物、広く大衆を
ターゲットにした「ラ・フォル・ジュルネ」など
音楽祭的な催しが浸透してきている。今回、筆者
は、ピアニストとしてまた教員として、平成24年
6月15日（金）に行った福井新聞社主催による「第
248回　ちょっと素敵な音楽会　木下由香ピアノ
リサイタル～ハンガリーを懐かしんで～」につい
て、自らのプロデュース記録に基づき、演奏会に
おけるプログラム構成について考えを述べたい。
2．方　法
「ラ・フォル・ジュルネ」を創始したルネ・マル
タンは、音楽プロデューサーとして音楽祭全体の
４つの教育的アプローチ２）
① 「かたち」形式的側面
音楽を形づくっている構成要素（音色・リズム・旋律・和音を含む音と音の
かかわり合い・形式・速度・強弱）と構造（構成要素の関連）
② 「なかみ」内容的側面 音楽の諸要素と構造から生み出される気分・曲想・雰囲気・豊かさ等
③ 「背景」文化的側面
かたち・なかみから形づくられている個々の音楽の生み出された風土・文化・
歴史等
④ 「技能」技能的側面
かたち・なかみ・背景からなる音楽を実際に表現として具現化するための読
譜や声による技能、楽器の技能、合唱や合奏の技能
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むような曲である。
　肉料理は、ラヴェルである。曲は短いが、大人
の旨味が凝縮されたボリュームのある曲である。
　休憩に、デザートとコーヒーを挟んでリラックス。
　後半は、２次会風に盛り上がる曲を並べた。
③　「背景」文化的側面のアプローチ
　古典からロマン派、近現代へ時代の変遷につい
て触れる。また、当時使用されたピアノと現代の
ピアノの違いについて触れる。
④「技能」技能的側面のアプローチ
　ハイドンのようなシンプルな作りの曲を整然と
演奏すること。メンデルスゾーンの流れるような
パッセージを情緒豊かに演奏すること。ラヴェル
の幻想的かつダイナミックな世界を表現するこ
と。ハンガリーものの躍動感溢れる情熱を表現す
ること。
①　「かたち」形式的側面のアプローチ
　ピアノ独奏版とオーケストラ版の違いについて
触れる。
②　「なかみ」内容的側面のアプローチ
　コース料理にこれらの曲をあてはめた理由につ
いて述べる。
　まず、「前菜」にあてはめたハイドンのソナタ
は、軽やかな雰囲気が曲全体を通して続く。前菜
の役目は「食欲を駆り立てること」であり、その
ため量が少ない割に、色鮮やかなものが出てくる。
ハイドンのソナタも、音数が少ない中に魅力的な
テーマが次から次へと現れ、落ち着くことのない
活発な印象を与える。
　スープには、メンデルスゾーンの練習曲。速い
アルペジオのパッセージは、まるでスープが喉を
流れるようである。
　魚料理は、メンデルスゾーンのロンド・カプリ
チオーソ。淡白な白身魚を多種類のソースで楽し
３．内　容
⑴　プログラム
ハイドン／ピアノソナタ第38番　ヘ長調　Hob.ⅩⅥ :23
メンデルスゾーン／ 3つの練習曲　Op.104b
メンデルスゾーン／ロンド・カプリチオーソ　ホ長調　Op.14
ラヴェル／ラ・ヴァルス
休憩
コダーイ／マロシュセーク舞曲
バルトーク／ 15のハンガリー農民歌
リスト／巡礼の年第2年補遺「ヴェネツィアとナポリ」よりタランテラ
実際の進行
コース料理 内　容 アプローチ法
演奏 前菜 ハイドン／ピアノソナタ（10分） ④「技能」
MC 本日はこのような貴重な機会を与えていただき心より感謝申し上げます。
このコンサートは、休憩時にデザートとドリンクをお楽しみいただける趣向に
なっておりまして、前半のプログラムはコース料理に見立てて選曲致しました。
コース料理とは、前菜、スープ、魚料理、肉料理、デザートであります。
②「なかみ」
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MC また欲張って、古典派、ロマン派、近現代と音楽様式の時代変遷を追ってみまし
た。最初に演奏したハイドンの時代に使用された楽器はクラヴィコードと言って、
こちらにある現代のピアノとは造りが違っていました。鍵盤の数も少なかったで
すし、強弱の幅もなく、弦を弾くような音色を出していました。そして、ロマン
派の時代に現代のピアノの原型が完成し、表現の幅がとても豊かになってきまし
た。ピアノという楽器の変遷についても感じ取っていただけたらと思います。
③「背景」
MC 休憩でデザートをお楽しみいただいた後は、2次会の雰囲気で留学したハンガ
リーを代表する作曲家３名の作品を取り上げることにしました。民族色が濃い
舞曲ものです。ハンガリーの溢れる情熱をお届けいたします。
それでは、次はスープになります。
②「なかみ」
演奏 スープ メンデルスゾーン／ 3つの練習曲（8分） ④「技能」
演奏 魚料理 メンデルスゾーン／ロンド・カプリチオーソ（8分） ④「技能」
MC ラヴェルのラ・ヴァルスは、本来管弦楽作品として作曲されましたが、その後、
ピアノ独奏用に編曲されています。後半で演奏するコダーイのマロシュセーク
舞曲は、元々ピアノ独奏用として書かれ、その後、管弦楽版が発表されました。
ピアノ独奏版とオーケストラ版との違いについて、私が考えていることは、オー
ケストラ版は実際に様々な楽器が存在し、多彩な音色を奏でることができると
いう意味で、『カラーの世界』、逆に、ピアノ独奏版は『モノクロの世界』であ
るということです。『モノクロの世界』は、『カラーの世界』に比べてネガティ
ブなイメージを持たれるかもしれません。しかし、私は、『モノクロの世界』は『カ
ラーの世界』に比べて、曲の輪郭がより鮮明になり、いわば曲の構造がくっき
りと浮かび上がると捉えています。今日は、オーケストラ版のような色彩感を
目指しながら、曲を明確に表現することに集中して演奏したいと思います。
①「かたち」
演奏 肉料理 ラヴェル／ラ・ヴァルス（13分） ④「技能」
休憩 デザート＆
コーヒー
休憩（20分） ①「かたち」
MC さて、後半はハンガリーを代表する3名の作曲家、コダーイ、バルトーク、リ
ストの作品を演奏します。コダーイ、バルトークは自国の民族音楽採集をおこ
なうためにハンガリー全土を廻りました。そこで、得られた口承による民謡を
楽譜にし、そのフレーズに和声を加えてとてもファンタジックな曲を書いてい
ます。バルトークの15の農民歌を演奏するにあたり、ひとつひとつの民謡の歌
詞を訳してみました。人々の日常を素朴なメロディーに乗せて歌われたものも
あれば、哀愁に満ちた内容のものなど様々です。また、民族性のある舞曲もの
が多いのが特徴です。軽快なリズムに乗り、速度を速めて終結する様子を見事
に表しています。実際、ハンガリーの民族ダンスを見ると良く理解できること
でしょう。
③「背景」
演奏 ２次会 コダーイ／マロシュセーク舞曲（11分）
バルトーク／ 15のハンガリー農民歌（12分）
リスト／タランテラ（9分）
④「技能」
MC 本日は、最後までお聴き下さいましてありがとうございました。最後に、東日
本大震災でお亡くなりになった方々のご冥福をお祈りし、シューベルトが作曲
した「アヴェ・マリア」をリストが編曲したものを演奏します。リストはトラ
ンスクリプションをおこなったことが最も大きな業績とも言われています。こ
れは、当時の演奏会において、作曲家兼演奏家以外の作品を、ピアノ作品に限
らずオーケストラや室内楽のものをピアノ用に編曲、改編して紹介したという
意味で、大変珍しく貴重なことでした。多くの作品を聴衆に紹介することで、
大変意義あることでした。
それでは、今日は本当にありがとうございました。
③「背景」
演奏 アンコール シューベルト＝リスト／アヴェ・マリア（5分） ④「技能」
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「由香さんの演奏には、確固たる芯が感じられた。
また、リズム感がとても優れている。」（60代・女性）
「楽しそうに演奏されているのが印象的だった。」
（60代・男性）
「休憩時のコーヒーとケーキが振る舞われるのも
魅力のひとつでした。」（30代・女性）
「内容が本格的で、曲が難しかった。」（50代・女性）
「激しい曲が多かった。」（30代・女性）
「もっと広い会場で聴きたかった。」（50代・女性）
　これまで、「コンサートにトークを入れると芸
術性が下がる。」「トークがあると演奏に集中でき
ない。」といった声を演奏仲間から耳にしたこと
があった。ところが、上記の感想から分かるよう
に、トークで解説を加えたり、プログラムに写真
を載せてイマジネーションを喚起する方が、演奏
者の意図や音楽そのものは、聴衆に伝わりやすい
のである。演奏者が「伝えたい」ことと聴衆に「伝
わる」ことは必ずしも一致しないため、演奏者は
「伝える」工夫をしなければならない。
　また、聴衆が音楽を理解するためには、感覚だ
けの受容では行き詰まる。旋律・和声・音楽形式
を認識する能力が必要になってくる。そう考える
と、音楽と思考を関係付ける働きかけが、さらな
る音楽の理解に繋がると言える。これが感性的認
識と理性的認識の融合である。
　これらを土台に、教育現場においても、発想力、
企画力そして実行力を用いる総合的な体験を積ん
でいきたい。
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４．おわりに
　当日のコンサートには、200名のお客様にお越
しいただいた。その中から以下のような感想をい
ただいた。
「あっという間の２時間でした。」（20代・女性）
「今日のお料理は、お腹いっぱいになりました。
とても贅沢な内容で楽しめました。」（30代・女性）
「プログラムにあった写真などを見たり、留学生
活のエピソードを聞いたりして、由香さんのハン
ガリーを懐かしむ気持ちが伝わってきました。」
（40代・女性）
「ピアノのことは詳しくありませんが、コース料
理の話があらかじめあったおかげで、初めて聴く
曲でもイメージが掴みやすく聴きやすかったで
す。」（20代・女性）
「『カラーの世界』と『モノクロの世界』の話は、
非常に興味深くなるほどと思いました。」（30代・
男性）
「普段、演奏家が何を考えて演奏しているのか聞
く機会があまりないので、今日は話が聞けて良
かったです。」（40代・男性）
「『２次会』のコメントが面白かったです。」（40代・
男性）
「ハイドンが良かった。」（60代・男性）
「どの曲もとても素晴らしかったですが、特に後
半のハンガリーの作曲家、コダーイ・バルトーク・
リストの作品は、もう音楽が自由に歌われていて、
とても自然でかつ面白くて聴き入ってしまいまし
た。」（30代・女性）
「作曲家によって音色が違って聴こえました。」（70
代・男性）
「色々なピアノの音が聴こえてきました。」（70代・
男性）
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